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平成２２年度 

通航船舶実態調査結果
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＊上段は調査海域名、下段の数字は通航船舶隻数（一日平均） 
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混雑した海域における各年度別の船舶通航量の推移（１日平均）
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混雑した海域における各水道別の船舶通航量の推移（１日平均）
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平成２２年度 

海上交通に係る情報提供システム 

利用状況調査結果



海上交通に係る情報提供システム利用状況調査結果 

 
１ 調査内容 
（１）調査期間 

    平成 22 年 9 月 15 日から平成 23 年 1 月 15 日まで 
 （２）調査方法 
    海上保安官の直接聞き取りによる標本調査 
 （３）調査数 
   イ 無線機器等利用状況 
     漁船 593 隻（人）、プレジャー477 隻（人）、一般船舶（※）522 隻（人） 
     ※一般船舶とは、貨物船、タンカー、旅客船をいう。 

   ロ 沿岸域情報提供システム（MICS）及び船舶気象通報利用状況 
     船舶乗組員 3,116 隻（人）、非船舶乗組員（※）2,997 人 
     ※非船舶乗組員とは、海水浴者、サーファー、磯釣り者等をいう。 

   ハ 外国船舶における海上交通センターの情報利用状況 
     310 隻（人） 

 
２ 無線機器等利用状況 
（１）海上における主な通信手段 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）海上交通センターが提供している気象情報や安全情報の認知状況 

 漁船 プレジャー 一般船舶 

①知っているし、利用している 10% 11% 54% 

②知っているが、利用していない 13% 21% 29% 

③知らない 77% 68% 17% 

 

  漁船 プレジャー 一般船舶 

①国際 VHF 無線電話 0% 1% 41% 

②携帯電話 67% 95% 39% 

③船舶電話 1% 0% 19% 

④漁業無線 30% 2%  

⑤マリン VHF 0% 1%  

⑥船舶共通通信システム 0% 0%  

⑦その他 0% 1% 1% 

⑧通信手段なし 1% 0% 0% 



（３）海上交通センターが提供している情報の利用手段 

  漁船 プレジャー 一般船舶 

①テレホンサービス（一般電話、携

帯電話、船舶電話） 
31% 39% 37% 

②ラジオ放送（1651kHz、1655kHz

など） 
29% 9% 17% 

③ファクシミリサービス 0% 0% 9% 

④インターネット（パソコン） 21% 28% 22% 

⑤インターネット（携帯電話） 19% 24% 15% 

 
３ 沿岸域情報提供システム（MICS）及び船舶気象通報利用状況 
 （１）MICS の認知状況 

  船舶乗組員 非船舶乗組員 全体 

①知っている 57% 28% 43% 

②知らない 43% 72% 57% 

 
 （２）MICS の利用状況 

  船舶乗組員 非船舶乗組員 全体 

①利用している 60% 50% 57% 

②利用していない 40% 50% 43% 

 
（３）MICS の利用手段 

  船舶乗組員 非船舶乗組員 全体 

①インターネット（パソコン） 18% 38% 24% 

②インターネット（携帯電話） 56% 51% 55% 

③テレホンサービス 22% 9% 19% 

④ファクシミリサービス 0% 1% 0% 

⑤ラジオ放送（1670.5kHz 等） 3% 1% 2% 

 
４ 外国船舶における海上交通センターの情報利用状況 
  海上交通センターのホームページ（英語版）の利用状況 

①利用したことがある 29%

②利用したことがない 71%

 



 

 

 

平成２２年における 

ＭＩＣＳ利用状況 

（気象情報へのインターネットアクセス件数） 



平成２２年におけるＭＩＣＳ利用状況（気象情報へのインターネットアクセス件数）
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